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1 .ま えがき ・・・吊橋主塔が架設時に渦励振振動を起こすことは周知

のことであ り,大鳴門橋主塔の場合も同様に架設にあたつては ,事前に風

洞実験を実施し耐風性を調査 した。本主塔の架設される鳴門海峡は強風の

吹 く恐れがあり,曲げ振動のみでなく捩れ振動モー ドの限定振動にも注意

を払 う必要があつた。さらに ,その制振対策は海中部へのアンカーがきわ

めて―困難であることから ,と くに海上に建設される淡路側 3P主 塔につい

ては 33 0 mも の長径間 ロープを有する従来に比 して大がか りな制振機構

となるため ,その制振効果の信頼性の確認実験も―含めて ,フルー ド数も相

似にした大型弾性体模型 (縮尺 1/ 3 8 )に より風洞実験を実施した。

2 実 験方法 。・・風洞は三菱重工業 (株 )長崎研究所の大型汎用風洞

を使用した。模型は縮尺 1/ 3 8の 弾性体模型で ,実機主塔に相似な岡U性

を有する鋼製の剛性棒 と ,実機主塔に幾何学的に相似な外形形状を有する

木製の外形材で構成されている。なお外形材はプロツクに切断 し剛性を持

たないようにするとともに ,プ ロツク間を薄いゴムでッール ドすることに 写真 1 模 型 概 要

より空気の出入 りがないようにした。また ,本主塔模型には実機に相似な  (縮 尺 1/ 3 8 , H = 3 3 h )
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ン(以下 ,ク レーンと呼ぶ )模型が取 りつけられるよ

うになつている。さらに本主塔模型は3種の架設段階

〔STEPl(72.95m架 設完了時 ),STEP2(96

.95m架 設完了時 ),STEP3(12393m架 設完了

時 )〕を再現できるようになつている。模型の概要を

写真 1に ,模型の振動数及び振動モードを図 1に示魂

図1よ りわかるように ,本主塔模型は曲げおょび捩れ

の 1次振動モードについて実機主塔の振動特性を再現 図 1 振 動数および振動モニ ド

できていると考えられる。なお ,実験は一様流中で行なつた。また ,模型の対数減衰率はでき上 りで δ=0 .

0 0 8～ Q 0 1 4で あ り,電磁 ダンパーを用いて模型の減衰を自由にコントロールできるようにした。
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図 2 風 速―振幅曲線 (S T E P l ,ク レーン有り) 図 3
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風速一振幅曲線 (STEP3,ク レー漁 し)




